
4月 2日：第 11回インターペット 特設ステージ「ペッ
トとの共生推進協議会シンポジウム」に藏内
会長，村中副会長が出席

4月 7日：獣医師賠償責任保険中央審議会
4月12日：第 78回日本獣医師会雑誌編集委員会
4月13日：第 8回「第 21回アジア獣医師会連合（FAVA）

大会」組織委員会
4月14日：令和 4年度中国地区獣医師会連合会定期総会

に藏内会長が出席
4月15日：令和 4年度新規畜産振興事業（アジア地域臨

床獣医師等総合研修及び家畜感染症防疫技術
等の現地普及事業）ヒアリング（WEB）に
境副会長兼専務理事が出席

行事等

4月17日：令和 4年度第 1回関東・東京合同地区獣医師
会理事会に境副会長兼専務理事が出席

4月23日：日本レスキュー協会佐賀県支部「MORE 

WAN」並びに大町災害支援拠点「soleil」落
成式典に藏内会長が出席

4月27日：令和 4年度第 1回業務運営幹部会
：令和 4年度第 1回全国獣医師会会長会議
（WEB併用）

日本獣医師会ご推薦

定価（本体価格12,000円＋税）



なお，投稿に際しては，「日本獣医師会雑誌投稿規程 
（本誌 206 頁に掲載）」を参照願います．

日本獣医師会雑誌投稿原稿の募集について
日本獣医師会においては，構成獣医師をはじめ多くの獣医療関係者等から日
本獣医師会雑誌への投稿原稿を広く募集しております．

【お詫びと訂正】
第 75巻第 4号（令和 4年 4月号）論説 ─各分野で活躍する獣医師のさらなる飛躍に向けて（Ⅶ）─
134頁「獣医学生の動向と獣医公衆衛生学教育の将来展望」の丸山総一先生のご所属（連絡責任者）について，

「日本大学生物資源科学部獣医学科獣医衛生学研究室」を「日本大学生物資源科学部獣医学科獣医公衆衛生学研究
室」に訂正してお詫び申し上げます．

2022年度 第 12回家畜感染症学会シンポジウム・総会

案 内

テーマ：  家畜の腸内フローラを整える 

～糞便微生物移植の可能性を探る～
日 時：  2022年 6月 11日（土） 10：00～17：00

参加方法：  東北大学川内キャンパス（対面）及び
Web開催（リアルタイム配信）

※  対面でのご参加は，先着 100名までの限定といた
します
※  事後配信は行いません
※  新型コロナウイルスの感染状況によっては，Web

開催のみとなる可能性もございます（開催方法の
最終判断は，2022年 5月 27日（金）を予定して
います）

大会長：北澤春樹（東北大学大学院農学研究科）
参加費：  正会員・賛助会員：3,000円 

非会員：5,000円 学生：無料
参加方法：家畜感染症学会ホームページからの登録
※  事前登録とご入金が必要です（事前登録締め切
り：2022年 5月 27日（金））
※  当日のお申し込みはできません
※  正会員・賛助会員・非会員は，対面あるいは

Web参加を選択できます
※  学生はWeb参加のみ受け付けます

内 容：
●基調講演
腸内常在菌研究の「過去・現在・未来」

辨野義己（（一財）辨野腸内フローラ研究所 理事長）
●ランチョンセミナー
●シンポジウム

1  ヒト難治性疾患に対する腸内細菌叢移植療法
石川 大（順天堂大学医学部）

2  子牛の難治性下痢症に対する糞便移植の有用性
とその作用機序

野地智法（東北大学農学研究科）
3  鶏盲腸内容物培養飼料によるサルモネラの競合
排除
今井康雄（全国農業協同組合連合会家畜衛生研究所）

4  総合討論
2022年 4月 8日時点の予定を掲載しておりますの

で，今後変更となる可能性がございます．
変更の際は，学会HPやメールニュースにて，皆さ
まにお知らせいたします．
最新情報は学会ホームページ 

（http://www.kachikukansen.org/）からご確認く
ださい．



愛玩動物看護師法が今年 5月1日に施行されます！
講習会の受講，予備試験への合格を通じ，国家資格である「愛玩動物看護師」資格の
取得を目指しましょう．

※関係情報は以下をご覧ください．

一財 動物看護師統一認定機構
ウェブサイト

https://www.ccrvn.jp/

農林水産省
ウェブサイト

http://www.maff.go.jp/
j/syouan/tikusui/
doubutsu_kango/index.html

環境省
ウェブサイト

https://www.env.go.jp/
nature/dobutsu/aigo/
2_data/pamph/r0309b.html

動物診療施設等に勤務している動物看護職の皆様へ
お 知 らせ



日本ウマ科学会
「認定馬臨床獣医師」認定のための第 3回認定試験のご案内

案 内

1 試験の日時
2022年 11月 29日（火） 14：10～15：10（60分間）
第 35回日本ウマ科学会学術集会に付帯して開催
（オンライン開催になった場合であっても会場で実
施予定）

2 試験の場所
KFC Hall & Rooms ＊部屋番号は受験票にて通知

〒 130-0015 東京都墨田区横
よこ

網
あみ

1丁目 6番 1号
（都営地下鉄大江戸線「両国駅」A1出入口より徒歩0分）

3 試験の種類等
（1）試験の科目：試験科目は別に定める認定馬臨床

獣医師モデル・コア・カリキュラム項目（Com-

petences for VETCEE accredited equine 

programs）ならびに関連項目より出題する．
（2）試験の出題数：試験は合計で 50問とする．
（3）試験の方法：多肢選択方式による．

4 受 験 資 格
次の各号に示す条件をすべて満たした者について
受験を認める．
（1）本会の会員であること
（2）馬専門の臨床獣医師として 5年間以上の職歴を

有すること
5 認 定 登 録
認定試験に合格した者については，本会会長が認定
証を交付し，認定馬臨床獣医師台帳に記載登録する．

6 認定の効力
認定は 5年ごとに更新手続きを行わなければ，そ
の効力を失う．

7 受 験 手 続
（1）提出書類等
ア 受験申込票
イ 履歴書（研究歴を含む市販 A4版，写真添付）
ウ 受験料を所定の銀行口座に振り込み，その振
り込みを証明する書類のコピー

（2）受験手数料
①受験手数料：10,000円
②提出書類等を受理した後は，受験手数料は返還
しない．

（3）振 込 先
みずほ銀行 山口支店（店番号 643）
口座番号：（普通）3003142

名 義：日本ウマ科学会臨床委員会
（4）提出書類等の受付期間及び提出場所
①受付期間：  2022年 9月 1日㈭～10月 31日㈪
②受付場所：認定事務局／㈱アイペック

〒 170-0002

東京都豊島区巣鴨 1-24-12

2022年 10月 31日（月）までの通信
日付印のあるものに限り，受け付ける．

（5）受験票の交付
受験票は，2022年 11月 11日（金）までに送付
する．この送付日を数日過ぎても受験票が届かな
かったときは，認定事務局である㈱アイペック
（TEL 03-5978-4067，E-mail : jses_exam@ipec-

pub.co.jp）まで連絡すること．
8 合格者の発表

2023年 1月 5日（木）以降に認定証を郵送する．
不合格者にはその旨を郵送する．

9 そ の 他
（1）やむを得ない事由が生じたときは，試験の場所

もしくは期日を変更し，または試験を中止する
ことがある．その場合は，その旨を公示し，ま
たは通知する．

（2）問合せ先：認定事務局／㈱アイペック
〒 170-0002 東京都豊島区巣鴨 1-24-12

TEL 03-5978-4067

E-mail：jses_exam@ipec-pub.co.jp

日本ウマ科学会 HP http://jses.equinst.go.jp/

日本ウマ科学会は，わが国の馬臨床獣医師が備えるべき専門知識と臨床技術に関する最新の水準を明示し，馬臨
床獣医師の質的レベルを一般社会に広く開示することを目的に，会則第 3条 5項に基づき，2019年から馬の臨床を
専門とする獣医師の認定を行っております．つきましては，第 3回認定試験を下記のとおり実施します．




